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1

県立大生を受け入れてみませんか

2

地域共生授業と「やまぐち
地域づくり塾」へのお誘い

１．あらまし　　２．授業の例

３．塾の例　　　４．参加方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県立大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現代ＧＰ挑戦班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安渓　遊地

文科省現代ＧＰ　地域貢献・地元型

3

第１部「現代GPで地域活性
化」ってなんだ？

他の大学のお手本お手本になるよう
なユニークな授業をする大学
には、お金をどーんとあげます
よ、というプログラムに応募し
てあたりました！（文科省から
約1500万円×３年）。

4

「あって良かった」といわれたい

5

基本は「地域が学校・地元が先生」

6

地域共生授業で 地域も学生も元気に
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7

地域にねざし 地域を愛し 地域を変える

8

とりあえず住んでみないか山口に

9

　山口市も「地域再生計画」で
　　　　　　全面的に応援

県立大と山口市全体が手をつないで

まちもいなかも「住んでみたい所」に

卒業してもここで暮らしていっしょに地域
をつくってほしい。定年になったら、迷っ
ていないで、まっすぐ帰っておいでよ。

他の大学とも智恵を合わせて、すてきな
市をつくりましょう。 10

第２部　具体的にはどんな活動？

２００７年前期の

共通教育・地域共生演習の場合

11

地域共生演習

1年生４５人
留学生３人

先輩学生１０人

地域住民３００人以上

教員５人＋ボランティア教員１人

12

地域共生演習２００７年度受け入れ先
受け入れ団体の名称 活動の対象地域 活動の性格 タイプ

1
山里フォーラムのんた
の会　あったか村

阿武町
健康な住まいづくりを
通した村づくり計画

田園型

2 三谷をよくする会 山口市徳地三谷
棚田オーナー制など
で環境と文化の保全

田園型

3 ゆたかな串を育てる会 山口市徳地串
住民主体の地域活性
化・自治会型

田園型

4 徳地観光協会 山口徳地堀と島地
山のお寺の行事を行
者姿で準備

田園型

5 マロニエの森の会 山口市宮野
広葉樹を増やすボラ
ンティア組織

田園型

6 えこチャリ キャンパス内と宮野
古自転車再生を通し
て地域の元気を

都市型

7
まちなかデイサービ
ス・さんコープ河村邸

山口市西門前商店街
町家をデイサービスと
地域拠点に

都市型

8 もりさま祭 山口市荒高商店街
商店街の伝統の祭を
バージョンアップ

都市型

9 アートふる山口 山口市大殿大路
商店街のお宝展示で
町中博物館

都市型
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13

ポスターを作ってもらい受講生を募集
全１年生向けの地域共生演習スタート

14

１．あったか村　ヤギにキスされる

15

朝
日
新
聞
に
載
り
ま
し
た
！

２．三谷谷

16

山本さん宅３．串　ホームステイでお茶を手作り

17

４．観光協会　　山の行者さんになりました

18

５．マロニエの森の会　竹林の手入れに挑戦
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19

６．　えこチャリ　もったいない精神で

こ
れ
は
、
後
期
も
や

っ
て
ま
す
！
日
本
一
周

自
転
車
旅
行
の
郭
（

か
く
）
先
輩
に
尋
ね

ま
し
ょ
う
。

写真は朝日新聞より
20

7．河村邸につどう地域のみなさん　

な
か
な
か

こ
な
い

お
客
さ
ん

21

8．もりさま祭 みこしの担ぎ手たち

22

9．　町じゅう丸ごと博物館！アートふる
山口に来て見て下さい(10月6，7日)

高
校
生
も
加
わ
っ
て
準
備
中

23

第３部　地域づくりの達人になる

「やまぐち地域づくり塾」を学生
と一緒につくってみませんか

24

例：徳地づくり達人塾のあゆみ

とくぢ大好き

サポーターズ

２００５年２月
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25

地域住民と高校生・大学生がわいわ
いがやがや。地域でのワークショップ

26

現場に立って学ぶフィールドワーク

（撮
影
・と
く
ぢ
大
好
き
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

27

ガラス工芸の技の冴えに見とれる

（撮
影
・と
く
ぢ
大
好
き
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

28

大学から１４キロ。徳地キャンパス

29

地域のみなさんと自分史づくり講座
徳地キャンパス（向かって右は３年生山本豊さん）

30

近くに廃校があるなんてもったいない
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31

　　　　　　　　
　　　塾だより

32

新聞によく載ります。ケーブルTVにも

33

塾での交流からうまれた成果の例

（撮
影
・と
く
ぢ
大
好
き
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

サポーターズの活動をまとめた卒論・地域の語り部赤木さんの記録

34

最近は、月１回の井戸端会議

35

徳地づくり達人塾のとりくみの例

山口市から毎月の「とくぢだより」の編集受託

地域資源マップづくりをもう２，３か所つくろう

まめ（ｶﾜﾗｹﾂﾒｲ）茶作り企業組合の発足の支援
　→中小企業向けの助成金500万円に応募

県スローツーリズム事業で周防大島と石風呂交
流を進め、都会の客を呼べる魅力づくり

　　

36

あらたに地域との仲立ち役を雇用

　　学生・教職員を地域に迎えて楽しく真剣に
学ぶための支援（タクシー・バスとか）があり
ます。

地域と学生たちの仲を

　とりもつコーディネータ

　三宅さんもあらたに登場！

　　コーディネータ
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37

第４部　さあ、いよいよ
あなたの出番です

県立大の現代GPによる地域
活性化に参加していただく方

法

38

１．気軽に大学を訪ねてみましょう

（撮
影
・と
く
ぢ
大
好
き
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

宇宙飛行士
秋山さんの
お話を聞いて
地域と学生
が交流

39

２．気のあう教員を見つけましょう。

大学院の授業
岸見の石風呂で

40

３．今の活動を学生とともに地域づく
り達人塾にできないでしょうか？

例：仁保・ふしの川清流の会
　　阿武町あったか村
　　図書館と友達の会・秋穂
　　やまぐち文学散歩の会
　　宮野自治会・マロニエの森の会
　　あらたか商店街
　　アートふる山口実行委員会
　　　　　　　　　　　　などなど
　　　

41

４．留学生も受け入れてみましょう

韓国・中国の学生を地域に迎える
　グローバル交流in串（徳地） 42

５．小中高生もまきこめないか

もりさま祭で、野田学園高校生と山口県立大生
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43

６．例会の経費の一部を大学が負担

学生を受け入れてくださる地域づくり塾
的な活動には、1回１万円程度の活動費
を現代GPから支援することができます。

↓

学生の移動にタクシーなどを使う費用も

→単なる安い労働力やお客さんと
思わないでください。地域づくりの
仲間として迎え入れてください。

44

７．情報発信上手になりましょう

パソコンの設定
メールや
ホームページづくり
塾だよりづくり
　などに、学生の力を生かせるかも
しれません。

45

お問い合わせはメールを

y@ankei.jp

情報はhttp://ankei.jpで
「共生」と入力して検索！


